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緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

市
長
賞
な
ど
入
賞
者
決
定

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
効
果
的
な
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
図
る
た
め
、「
緑

の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、

住
宅
部
門
で
は
37
点
、
団
体
部
門
で
は

54
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
審
査
を
行
い
、次
の
方（
敬

称
略
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
作
品
を
、
11
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
（
89
局

２
１
４
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
住
宅
部
門
（
個
人
の
住
宅
な
ど
）

市
長
賞　

冨
田
定
史
（
上
長
山
町
）
▼

議
長
賞　

辻
は
る
よ
（
平
井
町
）
▼
豊

川
信
用
金
庫
理
事
長
賞　

山
口
知
佐
子

（
萩
町
）
▼
ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合

組
合
長
賞　

南
博
（
森
）
▼
中
部
電
力

㈱
豊
川
営
業
所
長
賞　

松
田
繁
（
国
府

町
）
▼
中
部
ガ
ス
㈱
豊
川
営
業
所
長
賞

　

中
尾
達
雄
（
中
央
通
）
▼
豊
川
商
工

会
議
所
会
頭
賞　

田
口
直
子
（
諏
訪
西

町
）
▼
豊
川
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
長

賞　

浦
部
晃
司
（
上
野
）
▼
優
秀
賞　

井
上
清
治
（
樽
井
町
）
▽
大
須
賀
美
恵

子
（
高
見
町
）
▽
森
下
明
美
（
宿
町
）

▽
高
橋
進
（
御
油
町
）
▽
氏
家
佐
恵
子

（
赤
坂
台
）

■
団
体
部
門
（
事
業
所
や
学
校
な
ど
）

市
長
賞　

日
立
タ
ー
ミ
ナ
ル
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
㈱
豊
川
事
業
所
▼
議
長
賞　

一

宮
東
部
保
育
園
▼
豊
川
信
用
金
庫
理
事

長
賞　

ケ
ア
リ
ゾ
ー
ト
オ
リ
ー
ブ
▼
ひ

ま
わ
り
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞　

保

健
セ
ン
タ
ー
▼
中
部
電
力
㈱
豊
川
営
業

所
長
賞　

豊
川
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

▼
中
部
ガ
ス
㈱
豊
川
営
業
所
長
賞　

下

長
山
保
育
園
▼
豊
川
商
工
会
議
所
会
頭

賞　

小
坂
井
東
小
学
校
▼
豊
川
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
長
賞　

平
尾
荘
▼
優
秀

賞　

八
南
小
学
校
▽
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
▽
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
睦

美
支
店
▽
豊
川
小
学
校
▽
豊
川
信
用
金

庫
諏
訪
支
店

　

豊
川
市
議
会
で
は
、
清
浄
で
民
主
的

な
市
政
運
営
に
努
め
る
た
め
、
政
治
倫

理
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
市
議
会
議
員
を
含

む
政
治
家
に
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
（
89

局
２
１
５
０
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
倫
理

基
準
（
抜
粋
）

　

市
議
会
議
員
は
、
以
下
の
口
利
き
、

市長賞を受賞した緑のカーテン

住宅部門　冨田定史

団体部門　日立ターミナルメカトロニクス㈱豊川事業所

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

❶
市
や
外
郭
団
体
の
契
約
に
つ
い
て
、

特
定
の
企
業
な
ど
に
対
す
る
不
正
な
取

り
計
ら
い
、
業
者
の
推
薦
や
紹
介
❷
市

や
外
郭
団
体
の
職
員
の
採
用
、
昇
格
に

つ
い
て
推
薦
や
紹
介
❸
選
挙
区
民
に
対

す
る
政
治
活
動
の
制
限
（
自
筆
の
答
礼

で
あ
っ
て
も
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
い
な

ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止
、
結
婚
式
を

除
く
祝
電
や
弔
電
の
禁
止
）

調
査
請
求　

政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す

る
行
為
が
あ
る
と
き
は
、
調
査
の
請
求

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
10
人
以
上

の
連
署
と
２
人
以
上
の
紹
介
議
員
、
違

反
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
が
必
要

で
す
。

■
公
職
選
挙
法
の
き
ま
り

　

市
議
会
議
員
を
含
む
政
治
家
は
、
選

挙
区
民
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

❶
祭
り
の
寄
附
や
祝
儀
（
神
社
へ
の
献

酒
や
食
事
代
の
実
費
も
含
む
）
❷
ス
ポ

ー
ツ
大
会
へ
の
差
し
入
れ
❸
開
店
祝
い

の
花
輪
や
お
祝
い
❹
葬
式
の
花
輪
（
親

族
を
除
く
）
❺
お
歳
暮
や
お
中
元
❻
入

学
、
卒
業
、
就
職
、
出
産
な
ど
の
お
祝

い
　

市
議
会
議
員
を
含
む
政
治
家
が
寄
附

禁
止
に
違
反
し
た
場
合
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
寄
附
の
勧
誘
や
要
求
を

す
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
浄
で
民
主
的
な

市
政
運
営
の
た
め
に
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懲
戒
行
為
な
ど
を
事
由
と
し
た
退
職
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
23
年
度

か
ら
24
年
度
に
か
け
て
の
職
員
数
の
増

減
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
定
員
適
正
化
計
画

　

平
成
23
年
６
月
に
、
27
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
豊
川
市
少
数
精
鋭

計
画
～
コ
ン
パ
ク
ト
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
～
（
豊

川
市
第
４
次
定
員
適
正
化
計
画
）」
を

策
定
し
、
定
員
の
適
正
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
と
休
暇
な
ど

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
原
則
と
し
て

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
の
週
38
時
間
45
分
で
す
。
た
だ
し
、

病
院
や
消
防
な
ど
変
則
勤
務
体
制
の
職

場
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
が
取
得
で
き
る
休
暇
の
主
な
も

　

市
で
は
、「
豊
川
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
の
市
職
員
の

勤
務
条
件
や
服
務
の
状
況
、
研
修
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。こ
れ
は
、

人
事
行
政
の
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
課
（
89
局

２
１
２
２
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
人
材
育
成

　

市
で
は
、「
豊
川
市
人
材
育
成
基
本

方
針
」
を
策
定
し
、
求
め
ら
れ
る
職
員

像
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
職
員
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
を
達

成
す
る
過
程
を
自
己
管
理
し
、
そ
の
達

成
水
準
で
業
績
を
評
価
す
る
目
標
管
理

と
、
職
員
の
業
績
や
仕
事
ぶ
り
、
能
力

を
評
価
す
る
勤
務
評
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
職
員
一
人
一

人
の
能
力
開
発
と
、
よ
り
効
率
的
な
行

政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

■
職
員
の
任
免
と
職
員
数

　

平
成
23
年
度
の
採
用
・
退
職
者
数
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
勧
奨
と
は
定
年

前
の
早
期
退
職
で
す
。
自
己
都
合
等
に

は
、
死
亡
退
職
を
含
み
ま
す
。
な
お
、

の
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。
平
成

23
年
度
の
年
次
休
暇
の
平
均
取
得
日
数

は
、
８
・
２
日
（
非
現
業
の
一
般
職
員
）

で
し
た
。

■
職
員
の
分
限
と
懲
戒
の
状
況

　

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率
の
維
持

と
適
正
な
運
営
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
職
員
に
対
し
て
行
う
処
分
で
、
降

任
・
免
職
・
休
職
・
降
給
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
懲
戒
処
分
と
は
、
職
員
の
非
違

行
為
に
対
し
て
職
場
の
秩
序
を
維
持
・

回
復
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
制
裁
的
な

処
分
で
、
戒
告
・
減
給
・
停
職
・
免
職

が
あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
分
限

処
分
と
し
て
、
心
身
の
故
障
に
よ
り
長

期
の
休
養
を
要
す
る
者
に
対
し
、
53
件

（
14
人
）
の
休
職
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

懲
戒
処
分
は
、
道
路
交
通
法
違
反
に
対

す
る
戒
告
を
５
件
行
い
ま
し
た
。

※職員数は、市長などの特別職、教育長、再任用短時間勤務職員、臨
時職員および非常勤職員を除く。△は減少。（　）内は医療職

職員が取得できる主な休暇表３表３

※採用：23年４月２日～ 24年４月１日 ▽退職：23年４月１日～ 24年３月 31日
※退職の定年は 60歳（医師は 65歳）

職員数の状況（平成 24年４月１日現在）					（単位：人）表２表２

平成 23 年度の採用・退職の状況　（単位：人）表１表１

区　分 採　用 退　　　職
定年 勧奨 自己都合等 計

事務職員 16 23 2 6 31
技術職員 3 2 0 1 3
保育士 14 3 4 6 13
保健師 0 0 0 3 3
消防士 3 1 0 0 1
医療職 66 3 2 30 35
技能労務職 0 6 0 0 6

計 102 38 8 46 92

区　分 内　容　と　日　数
年次休暇 １年度に 20日を付与。繰越を加え最大 40日まで

特別休暇

公務・通勤上の負傷・疾病＝必要な期間 ▽結核性疾病＝１年以
内 ▽その他の負傷・疾病＝ 90日以内 ▽産前・産後休暇＝出産
（予定）日の前後８週間 ▽忌引休暇＝ 10 日～１日 ▽結婚休暇
＝５日 ▽夏季休暇＝５日 ▽育児参加休暇＝産前６週から産後
８週の間に５日 ▽子の看護休暇＝10日～５日 ▽短期介護休暇
＝ 10日～５日

△

その他

介護休暇 配偶者、父母、子などで介護を必要とする者を介護する＝６
月以内（無給）

育児休業 子が３歳に達する日までの期間（無給）

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

区分・部門 職員数 対前年
増減数 主　な　増　減　理　由23 年度 24 年度

普
通
会
計

議会 10 10 0

総務 203 200 △ 3
災害派遣、旅券事務開始による増。
管理職機能の収れん、再任用短時間
勤務職員の活用による減

税務 56 56 0

民生 270 272 2
生活保護業務の増加、保育行政充実
のための増。再任用短時間勤務職員・
パートタイム職員の活用による減

衛生 80 76 △ 4 パートタイム職員の活用による減
労働 1 1 0

農林水産 21 20 △ 1 管理職機能の収れんによる減

商工 17 17 0 Ｂ－１グランプリ業務の増加による
増。管理職機能の収れんによる減

土木 124 114 △ 10
大木区画整理業務の増加による増。
課の統合、管理職機能の収れんによ
る減

一般行政
部門計 782 766 △ 16

〈参考〉人口 1 万人当たりの職員数
42.57 人（類似団体の人口 1 万人当
たりの職員数 47.55 人）

教育 92 88 △ 4 指定管理制度、パートタイム職員の
活用による減

消防 184 185 1 防災業務の増加による増

普通会計計 1,058 1,039 △ 19
〈参考〉人口 1 万人当たりの職員数
57.75 人（類似団体の人口 1 万人当
たりの職員数 68.39 人）

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 593
（529）

628
（560）

35
（31）

医師・医療技術職員・看護職員の増員、
新市民病院開院に向けた事務職員の
増員。派遣職員の活用による減

水道 41 37 △ 4 管理職機能の収れん、再任用短時間
勤務職員の活用による減

下水道 26 25 △ 1 パートタイム職員の活用による減
介護保険 11 11 0
その他 20 20 0

公営企業等
会計部門計 691 721 30

他団体派遣 15 14 △ 1 地域包括支援センターの統合による減

合計 1,764 1,774 10〈参考〉人口 1 万人当たりの職員数
98.60 人

医療職を除く合計 1,235 1,214 △ 21
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市
で
は
、
新
し
く
成
人
と
な
る
皆
さ

ん
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
、
新
成
人

祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課
（
88

局
８
０
３
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
。
11
時
か
ら
開
始

会
場　

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成

24
年
10
月
１
日
現
在
で
豊
川
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

案
内
状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
仕
事

や
学
校
な
ど
の
都
合
で
他
の
市
区
町
村

に
転
出
し
て
い
る
方
や
、
豊
川
市
に
住

ん
で
い
る
が
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
案
内
状
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
当
日
、
会
場
へ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い

そ
の
他　

駐
車
場
は
、
日
本
車
輌
駐
車

場
（
午
後
１
時
に
閉
門
）
を
ご
利
用
く

　

第
７
回
「
愛
知
駅
伝
」
が
愛
・
地
球

博
記
念
公
園
（
愛
知
県
長
久
手
町
）
で
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
市
町
村
54
チ

ー
ム
が
市
と
町
村
の
部
に
分
か
れ
て
、

９
区
間
29
・
４
㌔
を
競
い
ま
す
。
豊
川

市
チ
ー
ム
も
、
7
大
会
連
続
入
賞
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
、
各
市

町
村
の
物
産
な
ど
を
紹
介
・
販
売
す
る

「
愛
知
ふ
る
さ
と
市
」
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
体
育
課
（
88

局
８
０
３
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
０
時
35

分
ス
タ
ー
ト

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

駐
車
場
（
有
料
）
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
で
の

来
場
を
お
願
い
し
ま
す

「
愛
知
駅
伝
」の
応
援
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い

１
月
13
日（
日
）

新
成
人
祝
賀
会
を
開
催

だ
さ
い
。
駐

車
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公

共
交
通
機
関

や
、
乗
り
合

わ
せ
で
の
来

場
を
お
願
い

し
ま
す

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域

経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告

を
掲
載
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
広
告
事
業
主
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
秘
書
課
（
89
局

２
１
２
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
下
側

掲
載
枠
数　

20
枠

月
額　

１
枠
１
万
円

掲
載
期
間　

平
成
25
年
１
月
４
日
か
ら

１
月
単
位
で
、
最
大
12
月

規
格　

サ
イ
ズ
＝
上
下
60
ピ
ク
セ
ル
×

左
右
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
▽
形
式
＝
Ｇ
Ｉ

Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
静
止
画

（
申
込
者
作
成
）
▽
デ
ー
タ
容
量
＝
４

Ｋ
Ｂ
以
内
▽
デ
ザ
イ
ン
及
び
色
彩
＝
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な
い
も
の

申
し
込
み　

11
月
19
日
か
ら
30
日
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け

付
け
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

「
豊
川
市
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
広
告
掲
載
申

込
書
」
お
よ
び
「
同
意
書
兼
市
税
滞
納

情
報
照
会
書
」（
い
ず
れ
も
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
押
印
し
た

も
の
に
広
告
原
稿
案
、
会
社
案
内
な
ど

を
添
付
し
て
、
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
、

秘
書
課
（
〒
442

｜

８
６
０
１
諏
訪
１
の

１
）
へ

そ
の
他　

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

豊
川
市
広
告
掲
載
要
綱
、
豊
川
市
広
告

掲
載
基
準
、
豊
川
市
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
広

告
取
扱
要
領
、
豊
川
市
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

広
告
募
集
要
項
（
い
ず
れ
も
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
の

内
容
を
順
守
す
る
こ
と

諏訪町駅
名鉄豊川線

姫街道

総合体育館
●

消防署 郵便局 市役所●

体育館前消防署前
プリオ・プリオⅡ

駐車場（日本車輌駐車場）

南門橋

広
告
事
業
主
を
募
集
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12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
、
年
末
の

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
飲
酒
運

転
を
根
絶
し
よ
う
▽
子
ど
も
と
高
齢

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
▽
夕
暮
れ

時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中

の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
▽
す
べ
て
の

座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
▽
ひ
っ

た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪
を
防

止
し
よ
う
▽
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

　

１
月
８
日
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
全

10
回
で
、
第
３
期
水
泳
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
小
坂
井
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
73
局
１
８
５
０
番
）
へ
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
・
曜
日
・
時
間
・
定
員　

下
表
の

と
お
り

会
場　

小
坂
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
万
５
０
０
円
（
親
子
ベ
ビ

ー
は
１
万
１
千
円
。
施
設
使
用
料
お
よ

び
、
保
険
料
を
含
む
）

申
し
込
み　

11
月
20
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
の
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

30
分
ま
で
受
け
付
け
（
23
日
・
25
日
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
、
30
日
は
午
後
７

時
ま
で
受
け
付
け
）。
直
接
、
小
坂
井

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
市
内
に
在
住
の
方
を
優

先
の
上
、
抽
選
。
園
児
、
小
学
生
、
親

子
ベ
ビ
ー
の
申
し
込
み
に
は
、
認
印
が

必
要
で
す

犯
罪
を
防
止
し
よ
う
▽
自
動
車
関
連
窃

盗
を
防
止
し
よ
う
▽
子
ど
も
と
女
性
が

被
害
者
と
な
り
や
す
い
犯
罪
を
防
止
し

よ
う
▽
振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
し
よ
う

―

の
９
点
で
す
。

　

期
間
中
は
市
を
は
じ
め
各
種
団
体
が

連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
街
頭

広
報
活
動
、
交
通
安
全
・
防
犯
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会

に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
を
高

め
、
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の
未
然
防

止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
安
心
課
（
89

局
２
１
４
９
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　　　

市
で
は
、
豊
川
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
宅
地
（
保
留
地
）
１
筆

を
一
般
競
争
入
札
で
売
り
ま
す
。
宅
地

の
予
定
価
格
や
形
状
な
ど
は
、
11
月
15

日
（
木
）
か
ら
区
画
整
理
課
（
北
庁
舎

３
階
）
で
配
布
す
る
「
入
札
要
領
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
区
画
整
理
課
（
89

局
２
１
４
８
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

11
月
19
日
か
ら
30
日
ま
で

の
執
務
時
間
中
に
受
け
付
け
。
直
接
、

区
画
整
理
課
へ

入
札
保
証
金　

10
万
円

入
札
保
証
金
の
納
付
期
限
・
場
所　

11

月
19
日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
の
金
融
機

関
営
業
日
に
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代

理
金
融
機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関
で

納
付

入
札
日
時
・
場
所　

12
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
市
役
所
本
31
会

議
室
（
本
庁
舎
３
階
）
で
実
施

12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
運
動

第
３
期
水
泳
教
室

小
坂
井
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

区分 対象 曜日･時間 定員

園児 年少以上の園児 火・水曜日 15:30 ～ 16:30 30 人
木・金曜日 16:30 ～ 17:30 30 人

園児・小学生年少以上の園児と小学生 火・水曜日 16:30 ～ 17:30 30 人
木・金曜日 15:30 ～ 16:30 30 人

小学生 小学生 火・水・木・金曜日 17:30 ～ 18:30 35 人

成人 15歳以上の方 木曜日 19:00 ～ 20:00 20 人
金曜日 10:30 ～ 11:30 20 人

成人上級 15歳以上でクロールが
25㍍以上泳げる方 金曜日 11:30 ～ 12:30 20 人

水中運動 15歳以上の方 水曜日 19:00 ～ 20:00 40 人
木曜日 11:00 ～ 12:00 40 人

親子ベビー 就園前でおむつを使用していな
い 2 ･ 3 歳児とその保護者 水曜日 11:00 ～ 12:00 15 組

豊
川
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業 

宅
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
り
ま
す



を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
89
局
０
６
１
０
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
歯
科

医
　

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
歯
科

� ー広報とよかわ

対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
お
年
寄

り
の
い
る
家
庭
で
は
か
か
り
つ
け
医
・

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
決
め
て
、
急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、

日
ご
ろ
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
相
談

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

■
か
か
り
つ
け
薬
局

　

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ
こ
と
で
、

あ
な
た
の
服
薬
歴
や
副
作
用
歴
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
な
ど
把
握
し
た
対
応
を

し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
る
場
合
は
、
同
じ
成
分
の
薬
が
な

い
か
、
飲
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
い
か
な

ど
を
確
認
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て

薬
を
服
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
選
ぶ
ポ
イ
ン

ト
　

か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
選
ぶ
と
き

は
、「
自
宅
ま
た
は
勤
務
地
の
近
く
に

あ
る
」「
患
者
の
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
」「
病
状
や
治
療

法
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
る
」「
入
院
や
検
査
が
必
要

な
場
合
は
、
適
切
な
専
門
病
院
を
紹
介

し
て
く
れ
る
」
な
ど
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

■
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に

　

気
に
な
る
症
状
が
表
れ
た
ら
、
早
め

　

市
で
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持

つ
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
ご
ろ
か
ら

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
の
と
き
に
診
察
し

て
も
ら
う
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。

普
段
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る
の

で
、
も
し
も
の
時
も
素
早
い
対
応
が
で

き
、
予
防
を
含
め
て
健
康
管
理
や
生
活

改
善
に
つ
い
て
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

症
状
が
気
に
な
っ
た
ら

か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
役
割

に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
歯
科
医
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

■
な
る
べ
く
診
療
時
間
内
に

　

夜
間
や
休
日
の
救
急
医
療
機
関
は
、

緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
機
関

で
す
。
平
日
昼
間
に
体
調
が
お
か
し

く
な
っ
た
場
合
は
、
な
る
べ
く
診
療
時

間
内
に
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け

歯
科
医
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

た
だ
し
、
夜
間
や
休
日
に
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
豊
川
市
休

日
夜
間
急
病
診
療
所
、
豊
川
市
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
で
初
期
治
療
や
応
急
処
置

を
行
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
患
者
の
日
常
的

な
病
気
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

病
状
に
応
じ
て
専
門
病
院
を
紹
介
し
ま

す
。

　

専
門
病
院
で
は
、
精
密
検
査
や
入
院

治
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

病
院
で
入
院
治
療
な
ど
の
必
要
が
な
い

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
か
か
り
つ
け

医
が
そ
の
後
の
治
療
を
継
続
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
と
専
門

病
院
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
専
門
病
院

の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、
専

門
病
院
の
入
院
治
療
な
ど
の
充
実
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

救
急
搬
送

か
か
り
つ
け
医
と
専
門
病
院
の
連
携

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

医
を
持
つ
こ
と

で
、
い
つ
も
同

じ
医
師
に
よ
る

診
察
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ

り
、
お
互
い
の

信
頼
関
係
が
高

ま
り
、
意
思
の

疎
通
が
は
か
り

や
す
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
精
密

検
査
や
高
度
な

治
療
が
必
要
と

な
る
場
合
は
、

専
門
病
院
を
紹

介
し
て
く
れ
る

な
ど
、
適
切
な

日常的な病気の相談や治療、
病状に応じた医療機関の紹介

初期治療、応急処置

かかりつけ医
かかりつけ歯科医

豊川市休日夜間急病診療所
豊川市歯科医療センター

専門病院（豊川市民病院など）

紹介
紹介

受診
（夜間・休日）

患者

かかりつけ医と専門病院の連携

精密検査や入院治療などの実施

受診
（平日昼間）


